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近
く
て
近
い
国
・
日
本

新
潟
空
港
か
ら
１
時
間
半
弱
。
ウ
ラ
ジ
オ

ス
ト
ク
の
中
心
部
に
は
ト
ラ
ム
が
走
り
、
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
風
の
建
造
物
が
立
ち
並
ぶ
、
ま
さ

に
「
日
本
か
ら
一
番
近
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
」
で

あ
る
。
こ
の
街
の
建
造
物
の
多
く
が
、
戦
前
、

日
本
の
青
年
た
ち
に
よ
り
造
ら
れ
た
と
い
う
。

港
、
官
公
庁
ビ
ル
、
鉄
道
関
連
倉
庫
、
住

宅
、
ス
タ
ジ
ア
ム
等
は
、
戦
後
、
抑
留
さ
れ

た
日
本
人
に
よ
り
建
設
さ
れ
、
現
在
も
街
の

い
た
る
と
こ
ろ
に
残
る
。

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
で
ま
ず
驚
い
た
の
は
、

街
を
走
る
車
の
９
割
ま
で
も
が
日
本
車
で
あ

る
こ
と
で
あ
る
。
実
に
ロ
シ
ア
の
輸
入
額
の

約
１
割
を
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
対
日
中
古

車
ビ
ジ
ネ
ス
が
占
め
る
と
言
わ
れ
る
。
ス
ー

パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
並
ぶ
日
本
製
品
、
日
本

食
品
の
品
揃
え
も
充
実
し
、
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト

ク
の
富
裕
層
は
、
決
し
て
手
頃
な
価
格
と
は

言
え
な
い
「
日
本
ブ
ラ
ン
ド
」
を
愛
用
す
る
。

人
々
は
海
の
街
ら
し
く
気
さ
く
で
温
か
く
、

冗
談
を
言
っ
て
は
よ
く
笑
う
。
地
理
的
、
歴

史
的
、
経
済
的
背
景
か
ら
ロ
シ
ア
の
中
で
も

親
日
と
い
わ
れ
、
街
で
ロ
シ
ア
人
に
「
日
本

人
だ
」
と
言
う
と
表
情
が
和
ら
ぐ
。
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
は
「
近
く
て

近
い
国
」
な
の
で
あ
る
。

日
本
語
を
学
ぶ
学
生
た
ち

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
と
聞
く
と
「
軍
港
」
を

連
想
す
る
人
も
多
い
か
も
し
れ
な
い
。
現
在
、

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
港
は
か
つ
て
の
軍
港
か
ら

貿
易
港
へ
と
姿
を
変
え
、
市
の
人
口
約
61
万

人
の
う
ち
約
１
割
が
大
学
生
と
い
う
学
生
の

街
で
あ
る
。
市
内
６
つ
の
大
学
の
う
ち
４
大

学
で
日
本
語
教
育
が
行
な
わ
れ
、
日
本
語
を

学
ぶ
学
生
数
は
約
１
０
０
０
名
。
大
学
の
予

備
教
育
機
関
で
あ
る
カ
レ
ッ
ジ
、
公
立
の
小

中
高
一
貫
教
育
機
関
で
あ
る
シ
ュ
コ
ー
ラ
の

ほ
か
、
日
本
セ
ン
タ
ー
や
企
業
で
も
日
本
語

教
育
が
行
な
わ
れ
、
市
の
児
童
館
で
も
３
〜

15
歳
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
が
日
本
語
や
日
本

↑シベリア鉄道の終着地のウラジオス
トク駅。モスクワからの距離（9288km）
が記された記念碑などもある
→３～15歳までの子どもたちが日本語や日
本文化を学ぶ市立児童館にて。前列右端が
筆者 写真提供：筆者（以下も同じ）

さかもと ゆうこ●愛知淑徳大学大学院コ
ミュニケーション研究科異文化コミュニケ
ーション専攻博士後期課程満期退学。中国、
国内で日本語教育、日本語教師養成に携わ
る。2006年8月よりロシア・ウラジオストク
極東国立総合大学にジャパンファウンデー
ションの日本語教育ジュニア専門家として
派遣され、大学における通常授業のほか、
日本総領事館や日本センターの協力によ
り、毎月現地教師向けの日本語教授法セミ
ナーを開催。現在、5月のウラジオストク
日本語弁論大会にあわせ、学生主導の「ウ
ラジオストク日本文化祭」の準備に奔走中

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
か
ら
の

熱
い
ラ
ブ
コ
ー
ル

学
生
た
ち
が
抱
く
日
本
へ
の
憧
れ
と
思
い

坂
本

さ

か

も

と

裕ゆ

う

子こ

極
東
国
立
総
合
大
学
東
洋
学
大
学
日
本
学
部



文
化
を
学
ぶ
。
そ
れ
ら
を
合
わ
せ
る
と
約
２

５
０
０
名
が
日
本
語
を
学
ん
で
お
り
、
日
本

語
は
身
近
な
外
国
語
の
一
つ
と
言
え
る
。

私
が
ジ
ャ
パ
ン
フ
ァ
ウ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の

ジ
ュ
ニ
ア
派
遣
専
門
家
と
し
て
勤
務
す
る
極

東
国
立
総
合
大
学
東
洋
学
大
学
日
本
学
部

は
、
１
８
９
９
年
の
創
立
時
よ
り
設
置
さ
れ

る
ロ
シ
ア
極
東
地
域
の
日
本
研
究
、
日
本
語

教
育
の
拠
点
機
関
で
あ
る
。
東
洋
学
大
学
前

庭
に
は
与
謝
野
晶
子
の
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
来

訪
を
記
念
し
た
詩
碑
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、

二
葉
亭
四
迷
も
当
大
学
を
訪
れ
て
い
る
。
日

本
学
部
に
在
籍
す
る
約
２
０
０
名
の
学
生

は
、
そ
れ
ぞ
れ
日
本
語
学
、
日
本
文
学
、
日

本
史
、
日
本
経
済
な
ど
を
専
攻
し
、
５
年
間

日
本
語
と
各
専
門
科
目
を
学
ぶ
。

当
校
に
限
ら
ず
、
日
本
語
を
学
ぶ
学
生
の

日
本
文
化
に
関
す
る
知
識
は
広
く
深
い
。
現

代
っ
子
ら
し
く
ア
ニ
メ
や
漫
画
、
音
楽
に
関

す
る
情
報
に
は
敏
感
で
、
着
物
や
寿
司
、
囲

碁
と
い
っ
た
伝
統
文
化
や
食
文
化
へ
の
憧
れ

も
強
い
。
経
済
、
対
日
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
関
心

も
高
く
、
中
古
車
ビ
ジ
ネ
ス
が
盛
ん
な
背
景

を
受
け
、
メ
ー
カ
ー
や
車
種
、
エ
ン
ジ
ン
、

部
品
の
細
部
に
わ
た
る
日
本
車
の
知
識
に
は

圧
倒
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
学
生
の
将
来
の

希
望
は
、
日
本
と
関
連
す
る
自
動
車
関
係
の

仕
事
に
つ
く
こ
と
で
あ
る
。

日
露
年
賀
状
・
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
交
換

学
生
に
な
ぜ
日
本
語
な
の
か
と
尋
ね
る
と
、

学
生
の
１
人
が
「
自
分
で
も
よ
く
わ
か
ら
な

い
け
ど
、
子
ど
も
の
と
き
か
ら
日
本
が
好
き

だ
っ
た
」
と
答
え
た
。
他
の
学
生
た
ち
も

「
着
物
が
好
き
」
「
ア
ニ
メ
が
好
き
」
「
日
本

の
音
楽
が
好
き
」「
寿
司
が
好
き
」「
漢
字
が

好
き
」
と
答
え
る
。
「
好
き
だ
か
ら
」
日
本

語
や
日
本
に
つ
い
て
学
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

残
念
な
が
ら
、
学
生
の
日
本
へ
の
強
い
憧

れ
と
熱
い
思
い
に
反
し
、
日
本
の
反
応
は
消

極
的
で
あ
り
、
な
か
な
か
学
生
の
望
む
交
流

が
実
現
で
き
な
い
。
日
本
へ
の
留
学
も
、
文

部
科
学
省
奨
学
金
等
に
よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

よ
り
、
以
前
よ
り
機
会
が
増
え
た
と
は
い
う

も
の
の
十
分
と
は
い
え
な
い
。
ま
た
、
各
機

関
が
共
通
し
て
抱
え
る
悩
み
に
、
日
本
語
を

使
う
仕
事
に
つ
け
る
学
生
が
少
な
い
こ
と
が

あ
る
。
こ
の
現
実
は
学
生
の
日
本
語
学
習
意

欲
を
減
退
さ
せ
、
ひ
い
て
は
日
本
熱
、
日
本

語
熱
に
も
影
響
を
与
え
得
る
要
因
で
あ
る
と

受
け
止
め
る
。

こ
う
し
た
な
か
、
新
潟
の
県
立
高
校
と
ウ

ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
大
学
生
の
「
日
露
年
賀

状
・
ク
リ
ス
マ
ス
カ
ー
ド
交
換
」
も
今
年
で

７
回
目
を
迎
え
る
。
学
生
た
ち
は
カ
ー
ド
に

熱
い
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
書
き
、
文
集
や
ビ
デ
オ

を
作
成
し
、
日
本
の
高
校
生
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
心
待
ち
に
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
か
、
学
生

の
知
見
と
交
流
を
広
げ
る
た
め
、
在
ウ
ラ
ジ

オ
ス
ト
ク
日
本
総
領
事
館
や
日
本
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
日
本
文
化
紹
介
イ
ベ
ン
ト
、
各
機
関

で
日
本
人
留
学
生
や
在
留
邦
人
が
参
加
す
る

「
会
話
ク
ラ
ブ
」「
日
本
ク
ラ
ブ
」
な
ど
、
地

道
な
活
動
が
続
け
ら
れ
る
。

遠近 No.16

44

与謝野晶子のウラジオストク来訪を記した記念
碑。極東国立総合大学東洋学大学前庭にある



特集 隣人、ロシア

晴
れ
の
日
が
多
い
ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
ど

こ
ま
で
も
続
く
青
い
空
は
、
日
本
で
想
像
し

て
い
た
ロ
シ
ア
の
空
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
な
い
。

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
海
の
向
こ
う
は
日
本
。

ウ
ラ
ジ
オ
ス
ト
ク
の
学
生
の
片
思
い
が
両
思

い
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
や
ま
な
い
。a
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■日露年賀状・クリスマスカード交換
2006年度は新潟県立高田北城高校とウラジオストク4大学、約280名ずつが参
加。2月9日には高田北城高校から渡辺政寿教諭がウラジオストクを訪問。市
内アルセイニエフ博物館で高校生の作品の展示とイベントが行なわれ、日本
からの年賀状が手渡された。学生たちは年賀状に書かれたロシア語の挨拶に
驚き、絵がかわいい、返事を書きたい、高校生に会いたいと喜ぶ。日本の高
校生はロシアの学生は日本語がうまい、字がきれいだ、日本の年賀状より数
倍美しいと感心していたという。上はクリスマスカードを受け取った高田北
城高校の生徒、下は年賀状を受け取ったウラジオストク4大学の学生たち
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サハリン州　北海道�

ノボシビルスク●札幌市�

ユジノサハリンスク�
●函館市　●旭川市�
●稚内市�

ウラジオストク�
●函館市　●秋田市�
●新潟市�

ナホトカ�
●小樽市　●敦賀市（福井県）�
●舞鶴市（京都府）�

ホルムスク●釧路市�

ポロナイスク�
●北見市（北海道）�

ウラン・ウデ�
●留萌市（北海道）　●山形市�

コルサコフ�
●稚内市　●紋別市�
●庄内町（山形県）�

ネベリスク●稚内市�

ドリンスク●名寄市（北海道）�

ビロビジャン市●新潟市�

セベロクリリスク�
●根室市�

ワニノ●石狩市�

トマリ●天塩町（北海道）� オジョールスキイ�
●猿払村（北海道）�

ハバロフスク地方�
青森県　兵庫県�

ジェレズノゴルスク・イリムスキー�
●酒田市（山形県）�

ヤクーツク�
●村山市（山形県）�

モスクワ市�
●�

沿海地方�
　富山県　大阪府�

シェレホフ●能美市（石川県）�

ブラーツク●七尾市（石川県）�

レニングラード州　京都府�

東京都�

サンクトペテルブルク●大阪市�

クロンシュタット市●洲本市（兵庫県）�

ボルゴグラード�
●広島市�

ハバロフスク●新潟市�

イルクーツク●金沢市�

●�
●�

●�●�

●� ●�

2007年2月末現在、ロシアと日本
の地方自治体の姉妹提携数はの
べ40件。その内訳を日本の自治
体で見ると都道府県7件、市区
30件、町村3件。うち北海道の
自治体が18件を占めるほか、日
本海側の東北・北陸地方の自治
体が多い。ロシアはシベリア、沿
海地方の自治体が多い

日露間で姉妹提携をしている地方自治体


